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［要約】列状間伐に高性能林業機械を組み合わせた間伐材の搬出は，従来の定性間伐による

搬出に比べ，生産性が2倍以上高く効率的である。

【目的】

多摩地域の森林の約6割は人工林である。その人工林のうち， 31年生以上の林分が約8割を

占めている。今後は木材の利用可能な森林が年々増加していくため，利用間伐を主体とした森

林整備を推進していく必要がある。

本研究では，効率的な利用間伐の技術開発を図るため，定性・列状間伐及び高性能林業機

械（スイングヤーダ，プロセッサ）による間伐材搬出作業功程を調査し，生産性について検討した。

【方法】

あきる野市深沢の私有林（スギ・ヒノキ 35年生）において，表1の列状間伐区（3列残1列伐

間隔7m）と定性間伐区（間伐率 30%）を設定した。｛乍業工程は図1のとおりで、ある。列状問伐は，

チエンソ一で、伐倒し，スイングヤーダ（日立 130しイワフジTW-302）で全木集材を行い，プロセッ

サ（イワフジCT500，イワフジGP-532）で枝払い・玉切り後土場に積んだ。定性間伐は，チェンソ

ーで伐倒，枝払い，玉切りを行い，高性能林業機械で集材，積込みを行った。間伐材の搬出は

それぞれ4人の作業員で実施し，その作業功程を調査した。

【成果の概要1

1）スイング、ヤーダ、の張り替え時間は，作業索のスパン長と相闘があり，平均スパン長 48mで、は 31

分 50秒を要した。特に，上方向の作業索引回し作業は，張り替え時間に占める割合が最も多か

った。これは，距離に比例して作業索が重くなり，距離が長くなるにつれて多くの時間を要したた

めである（表2，図2）。

2）間伐材搬出の作業功程は，列状間伐及び定性間伐の集材距離が共通している2～30mの間

で1サイクル平均タイムを比較した。列状間伐は 165秒／サイクル，定性間伐は 219秒／サイクルで，

列状間伐は定性間伐より約 25%の時間短縮ができた。定性間伐の搬出は，荷かけ（横取りを含

む）作業に列状間伐の2倍の時間を要した影響が大きかった。また，列状間伐は，1サイクルタイ

ム内でプロセッサによる枝払い・玉切り（平均 136秒／回）が同時に行われており，生産性向上の

効果が明らかである（表3）。

3）間伐材搬出の生産性は，列状間伐が6.1rrU日・人，定性間伐が2.4nU日・人で，列状間伐が

定性間伐に対し2.5倍の生産性を上げている。これは

の短幹集材に対し1回当たりの搬出材積カq_g倍多カミつたことが影響した（表4）。

4）列状間伐で高い労働生産性や低コスト化を実現するためには，全木集材と造材（枝払い・玉

切り）が同時にできる高性能林業機械の活用が必要不可欠である。また，高性能林業機械の能

力をフルに発揮するために，一定規模の面積を確保して稼働率を上げる必要があり，森林の団

地化が可能な場所を選定するとさらに効率化・低コスト化が期待できる。
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列状間伐調査地
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間伐材搬出の作業功程（集材距離2～30m)
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表3

図3スイングヤーダ（左）

とプロセッサ（右）

定性間伐

56 
0.17 
9.5 
2.4 

列状間伐
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6.1 
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間伐材搬出の生産性

区分
1日当たりサイクノレ回数（回／日）
1回当たり搬出材積（rrf／回）
1日当たり搬出材積（rrf／日・4人）
1人当たり生産性 （ぱ／日・人）

表4
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